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このクリニックレターは、西本クリニックから患者様への情報を、すばやく、 
わかりやすくお伝えするためのお手紙です。原則月 1 回の発行で、スタッフが 
皆さんに知っていただきたい事をビビッドに発信していきます。 

 
日本東洋医学会学術総会 

5 月 31 日(金曜)から 6 月 2 日(日曜)まで、大阪国際会議場(大阪市北区)にお

いて、日本東洋医学会第 74 回学術総会が開催されます。コロナ渦以来、中止

や限定的プログラムが続いていましたが、今年は久々に現地参加をメインとし

ての開催です。 

会頭は大阪の三谷和男先生ですが、ちょうど 2 年前、「今回の開催にあたっ

て、副会頭として主なプログラム作りを一緒にやってほしい」とのお話をいた

だき、彼とは私が漢方を始めたときからのよき友人、ライバルでもあることか

ら、快く引き受けさせていただきました。そしてこの 2 年間、東洋医学会関

西支部の先生方の力を結集して、ようやく開催にこぎつけました。 

今回、私(西本)がコーディネートしたプログラム（シンポジウム）は、 

① 先端科学と漢方医学ーAI の東洋医学への応用ー 

何千年もの歴史を持つ東洋医学と、急速に発展を遂げている人工知能（AI）

技術を結びつけることを目的としたセッションです。東京大学大学院前特任

教授の酒谷薫先生との共同企画です。 

② 口訣の過去現在未来 

漢方医学は、文字による記録と共に先人の経験が口訣(ｸｹﾂ)として伝えられて

きた歴史があります。これら「文字に残されてこなかった情報」を共有し、評

価し、それを次代に伝える事を目的とした企画です。 

③ 一貫堂における補と瀉について考える 

森道伯（1867-1931）が明治末期から昭和初期にかけて実践した医療を矢数

格ら門人達が体系化した「一貫堂医学」を現代、そして未来にむけて、どのよ

うに生かしていくことができるか？を考えます。 

④ 漢方アドバンストセミナー 一歩進んだ漢方医学 

漢方専門医を目指す方、専門医取得後さらにそのスキルをブラッシュアップし

たい方々に対しても有益な勉強になるように、という思いで企画しました 

ですが、他にも多くの充実したプログラムが用意されており、 

いずれも漢方医学の過去・現在・未来を考えていこうという内容 

となっています。一般の方も、会場参加、あるいはライブ配信の 

どちらでもご参加いただけます。ご興味を持たれた方は、URL 

あるいは QR コードから学会 HP をご参照ください。 

お知らせとお願い 

 4 月 1 日より、窓口でのお支払いに、クレジットカード、交通系カードなどの

電子マネー、PayPay などのコード決済をご利用いただけるようになりました。 

 昨年 12 月からの電子カルテシステム変更により、携帯・パソコンからの診療予

約が簡単になりました。右下の QR コードを読み取っていただくと CLINICS 電

子カルテ予約用アプリをダウンロードすることができます。当院 

HP からも予約画面に入れます。 

 CLINICS のアカウントを取得して CLINICS 会員になりますと、 

検査結果など様々なデータを患者様とクリニックとで共有するこ 

とができて便利です。 

 2 月から、浅井先生・松岡先生の外来にもオンライン診療枠を設けています。 

(初めてオンライン診療を予約される際には 1 回だけ「再診コード」が必要にな

ります。「再診コード」は受付でお渡ししますのでお声がけください）  

 5 月 31 日（金）10:30～、6 月 1 日（土）全日は日本東洋医学会学術総会出席

のため、西本院長外来は休診させていただきます。 

 コインパーキングご利用の際には、必ず、駐車証明書をクリニック受付に提出

ください。 

 

 

 

また、クリニックに掲示しております「市民公開講座」には無料でご参加いただ

けます。参加申し込みはポスター内 QR コードをご利用ください。 

 

 

!! 6月からの診療報酬改定に伴うお知らせ !! 

6 月 1 日より、法律で定められた診療報酬の改定が行われます。今回の改定の

最も大きなポイントは、これまで「高血圧症」「糖尿病」「脂質異常症（高脂血

症や高コレステロール血症）」に対する診療の際に算定していた「特定疾患療

養管理料」が廃止され、新たに、「生活習慣病管理料ⅠまたはⅡ」を算定する

ことになった点です。ここでは、新たに設定された「生活習慣病管理料Ⅱ」に

ついて、重要なポイントを箇条書きにします。 

① 約４か月に 1 回、血圧や血糖、あるいはコレステロールの目標値や、食事

や運動の見直しについて記載する「療養計画書」を作成し、患者様と取り

交わすことが義務化されます。初回の「療養計画書」作成の際は、患者様

のご署名が必要になります。（２回目以降のご署名は不要です） 

② 患者様の自己負担額は改訂前と変動はありません。なお、生活習慣病管理

料の算定は月 1 回です。 

③ 療養計画の内容説明は、医師及び看護師がおこないます。 

④ この生活習慣病管理料はオンライン診療でも適用されます。 

正直なところ、最近は改訂のたびにいろんな約束事が増えるため、しんどい

な、という面が多いのですが、今回の改定をプラスに捉え、特に生活習慣病の

患者様にとってより有意義な診療内容にしていきたいと思っています。 

 

 

https://convention.jtbcom.co.jp/74js

om/ 

http://www.nishimotoclinic.jp/

